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<
寒
中
吟>

 

 
 

晨
星
の
生
駒
の
嶺
や
初
茜 

 
 
 
  

中
井 

弘 
 
 

（
星
の
残
る
暁
の
空
、
生
駒
の
嶺
は
も
う
仄
か
な
茜
色
に 

新
春
山
男
の
句
） 

 
  

 
 

参
道
に
笙
の
音
届
く
初
詣 

 
 
 
 

藤
原 

勲 

 
 

 

（
初
詣
の
参
道
に
響
く
笙
の
音
に
、
心
ま
で
も
洗
わ
れ
思
わ
ず
襟
を
正
す
） 

 
 

 
 

天
晴
れ
や
黒
い
ジ
ャ
ー
ジ
の
ラ
ガ
ー
達 

 
 

同 
 
 
 

 
 

（
新
型
コ
ロ
ナ
の
試
練
に
耐
え
て
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
天
理
大
初
栄
冠
！ 

 
 
 

よ
か
っ
た
、
よ
く
や
っ
た
。
嘗
て
の
ラ
ガ
ー
、
老
い
の
血
が
燃
え
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

巣
籠
り
や
家
事
降
り
し
き
る
冬
の
朝 

岡
田
安
弘 

 
 

 

（
ゆ
っ
く
り
朝
刊
を
読
む
間
も
な
く
米
洗
い
、
風
呂
掃
除
が
待
っ
て
い
る
）。 

 
 

 

 
 

ナ
ラ
枯
れ
も
薪
で
ひ
と
役
七
日
粥 

 
中
井 

弘 

 
 

（
初
出
は
七
日
、
七
草
粥
を
炊
く
。
な
ら
枯
れ
の
薪
も
立
派
に
役
立
っ
た
） 

 
 

 

 
 

 

柿
植
え
て
米
寿
ま
で
に
と
初
笑
い 

 

古
川
祐
司 

 
 

 

（
十
年
会
員
記
念
の
植
樹
。
カ
キ
の
実
が
傘
寿
の
祝
い
に
な
る
方
も
） 

  
 

雲
流
る
寒
風
の
中
バ
ス
を
待
つ 

 
 

笠
井
文
夫 

 
 

 
 

（
新
型
コ
ロ
ナ
の
中
、
や
む
を
得
な
い
外
出
も
。
バ
ス
待
つ
身
に
寒
さ
が 

 
 

 

こ
た
え
る
。
こ
の
雲
行
き
で
は
雪
に
な
る
か
も
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
<

春
近
し
〉 

 

田
起
し
の
跡
追
い
か
け
て
鳧
の
群 

 

坂
東
久
平 

 
 

 
 

（
春
耕
と
餌
を
あ
さ
る
鳧
（
け
り
）
の
群
れ
。
毎
日
の
万
歩
の
嬉
し
い
発
見
） 

  

病
む
友
を
ス
マ
ホ
で
見
舞
う
春
隣 

 

阿
部
和
生 

 
 

（
コ
ロ
ナ
禍
に
面
会
も
ス
マ
ホ
で
、
元
気
そ
う
な
映
像
に
安
心
） 

 
 

 

 

佐
保
姫
の
平
城
山
の
裾
彩
り
て 

 

小
山
喜
与
男 

 
 

  

（
佐
保
姫
は
春
の
季
語
。
野
山
を
渉
っ
て
春
の
花
々
を
咲
か
せ
る
と
か
） 

 
 
 

 

水
溜
り
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ぶ
子
春
の
雨 

 

藤
原 

勲 

 

（
生
憎
の
雨
模
様
。
春
と
待
ち
か
ね
た
子
供
の
弾
む
心
が
微
笑
ま
し
い
） 

 
 

 

 

春
光
や
う
つ
ら
う
つ
ら
に
バ
ッ
ハ
聴
く 

八
木
順
一 

 

（
春
日
の
午
後
、
好
き
な
バ
ッ
ハ
の
曲
に
浸
る
、
究
極
の
癒
し
で
す
か
） 

  
春
眠
を
蹴
散
ら
し
猫
の
セ
レ
ナ
ー
デ 

八
木
順
一 

 
（
ネ
コ
の
恋
は
季
語
。
あ
の
鳴
き
声
だ
け
は
何
と
も
い
た
だ
け
ま
せ
ん
ね
） 

 
 

 

 
 

古
物
置
組
む
傘
寿
ら
の
冬
日
和 

 
  

古
川
祐
司 

 

（
実
り
の
森
に
、
古
い
物
置
を
再
利
用
す
る
と
頑
張
る
傘
寿
た
ち
） 

な
ら
や
ま
ト
ー
ク
・
投
句
（
３
月
編
） 

投
句
歓
迎
（
古
川
ま
で
） 

CYQ03421@nifty.com
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